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関東 ロー ム地域 におけ る浸透 と侵食 忙ついて

金 子 良

農技研農業土大部

1． 関 東 ロ ー ム 地 域 に お け る 侵 食 の 特 性

関東 ロー ム地 帯 の侵 食 ほ風食 と水食 お よび君 崩 れ とい う全 く異質 な ものが あ り， ともに軽視 で きな い

問題 で あ るが ， こ こでは水 食 につ い て述 べ るこ とにす る0

土壌 侵 食 試験 を 小 さい枠 のな か で観 察す る こ とも必要 で ぁ るが， 関東 ロ ームの分布 す る 自然流 域 に お

いて どの よ うな侵 食が行 わ れ てい るか を調 査 し，広 い面積 を対 象 とした侵 食 の機 構 を究 明す るこ とほ ，

侵食 防止 の 実際 の対 策 をた て る上 に欠 くこ とは で きな い0

関東 ロー ムの被覆 す る ところ は， いわ ゆ る絹東 ロ ー ム台地 とそ の給源 となつ た火 山 あ ま り急 でな い

丘陵 ， 山地 で あ る0 こ こで は主 として 農地 の侵 食を対 象 とす る ので，緩 傾斜 な 火山 山麓 ま たはほ とん ど

平坦でその縁辺が急な台地の侵食について述べる0 なお侵食 は単に表層士粒子の流亡 だけ でな く・ 深 く

侵食 され て土 地 の破 壊 に まで及 ぶ もの も考 える こ とに す る0

関東 ロー ム台地 面 はゆ るや か な波 状 起伏 を な してい るが ，沖 積 面 との比高 が数 m ～数 十 彷 ある のが 普

通で， そ の縁辺 ほ 1 5。～ 2 0 。内外 の斜 面 とな つ てい る0 な お台地 面 に は宙水 の 現わ れ る凹 地や 浅 い侵 食

谷，火 山灰堆 債 当時 の 夙に よる不 規則 な 起伏 の見 られ る とこ ろ もあ る0 この よ うな部 分的 傾斜 のは か に

台地 が かつ て の古扇 状地 で あ る と全体 として ㍍ 。。 とか れ 。。とい う一 定 方 向 の長 い緩 斜 面を なす 場合

が多い。

円錐火山の山盛 は傾斜 5。～ 1 0場 外 の広大な裾野が開けてお り，新 しい火山は火山灰や火山砂礫 の厚

く堆積 した原表面が残 されてい る0 やや古い火山は放射状の谷ができて・ 谷 の縁辺 までは広い原表面そ

のままで あ るが ，急 に谷壁 が 急斜 面 とな る もの， 原表 面は 放射 状 の 尾坂付 近 だけ にな り谷 底が 広 く河 原

をつ く るものな ど新 しい ものに 比 し複 雑な地 膨 を形 成 す る0

関東 ロー ムの表 層 は腐植 の多 い 黒土 で団 粒構 造 が発 達 し・ 降雨 の浸透 ほ 非 常 に良好 で あ る0 した がつ

て植生 地 被 のあ る とこ ろ，膨 歓 に耕束 された ところ にほ ほ とん ど地表 流 出を 生 じな い0 ただ一部 小面虞

にやや 不 浸透性 の水 み ちが現 れ ， こ こ に流 出を生 じる0 常時地 表 水 を 見な い ので 出水 が あ る と非 酎 こ大

き く感 じる が ， 流 出率 そ の も の は あ ま り大 き くな い 0

火 山山麓 ほ一般 に関東 ロー ム台地 よ り土 壌 粒 子が 粗 で，浸透 性 が大 き い と ともに流 出水 が あ る と侵 食

訂こ対す る抵抗 が 弱 くガ リーを 生 じ易 い0 火 山山麓 の 放 射状道 路 は もつ と も侵 食低下 し易 い水 み ちで あつ

て． こ こが 下 刻 され る と枝 分 かれ した水 み ちが発 意 し・ 土地 が竜 神 管 的 に 刻 まれ てい く0 道 路が侵 食 さ

れ易い の は ，流 路 が なめ らか な上 ，直 線 状 で水 の流 速 が大 とな り・ 路 面 は臆 み つけや ・ 流水 に よつ て

不彦透性 被 膜 を 生 じて い るか らで あ る0 火 山 山盛 で は 道路 が低 下 して通 行 しに くくな る と，す ぐ別 の位

敷こ革 を 入れ て新 しい道 路 ケこす るので ，道 路 を原因 とした ガ リ ー が何 本 もで き る0 なお 広い 火山 原表

面 と急 な谷が あ る とき， 原表 面 の道 路 に生 じた地表 水 を谷へ落 とす地 点 が 重要 で・ そ の落 ち ロが シ ラス

台地 の谷頭 の よ うにイ菱食 され るお それ が あ る0

関東 ロー ム地 帯 の侵 食ほ 下層 土 また は その下 の深 い層 まで関 係す るp 叫 般 に 黒土 の下 層土 であ る赤土
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は浸透度が黒土に比 してはるかに小 さい。故 に豪雨時にほ表層黒土部分が飽和 に近 くなつて地表 からの

浸透 碓 を減 じ， またほ局 部 的 に飽和 して浸透 寵 を失 うところが で き る。（ 下 層 の 浸透 碓 が小 さい といつ

て も，火 山灰堆 廣 当時 生 え ていた 植物襖 宅跡 と思 わ れ る書 状 の空隙 が通 つ て い る ので ，水 中 に沈 澱 した

泥 層や 山 腹 の残 債 土 な どエり水 の透 過 は 大 き い。 ）な お表 層 ，下 層 の境 界邪 には しば しば表 層 か ら沈 降

して き た微 粒 子や ，溶 解物質 が集積 して か な り不浸 透性 とな つ てい る こ とが あ る。 この た め豪雨 時 に は

急激 に出水 量 を増 大 す る。

火 山 山麓 お エびそ の付 近 にほ 富士 マ サ とか コラな どと呼 ば れ る盤 層 を挟 む と こ ろが あ る。 これ は火 山

砂 が かな り高 温 の状 態で 降 下凝 結 した もの と考 え られ ，概 して硬 くて植物 の板 も透 らず 不浸 透 牲 で あ る。

こ のた め豪 雨時表 層 が飽 和 し， 浮力 で土 層が 浮 き 出 して流 れ 去 る よ うな特 異 の侵 食 を 生 じる。

また関 東 ロー ム層 の 容気率 が小 さい こ とも侵 食 に関係 す る。 す な わち地 下 水位 が 深 くて も， 容気 率 が

小 さ く5 ％ 内外 の こ とが 多 い の で， 少い地 下水 補 給 に対 し て地 下水 位 上昇 が 非 常 に大 き く．豪 雨 時は ロ

ー ム台地 が 広面責 にわ たつ て飽 和 し，地 下水 廊 が地 表 に現 わ れて 浸透 億 を失 うこ とが 見 られ る。 このた

め 常時 ほ高 台で地 下水 の深 い地 帯 が， 低湿 地 の よ うかこ湛水 して，流 出率 が特 別大 とな る。（ 地 下水 位 の

上 昇は地 下水補 給 だけ に よ らず ，下 方 の 空気 が逃 げ られな い で豪雨 時 異 常 に上 昇 す る こ ともあ り， また

占－ ム層 下底 と砂礫 層 上 面 付近 がやや 不 浸透 性 のた め一 時 的 に宙水 状 態 にな る こ と もあ る。 ）

強 雨 に よる地 表 皮膜 の形 成ほ ．関 寮 ロ ーム の団粒 が破 壊 され る と微 粒 とな る こ と，破 壊 に対 す る抵 抗

が 小 さい こ と， 常時 は空 隙率 が 8 D ％ ㌢こ も達 して， これ が 団粒 相 互間 の結 合 を 務め 移動 し て地表 の空隙

をつ め る こ とな どに よづて ．特 に著 し く碗 察 され る。 もし地 被 が不 良 の場合 に は皮 膜 の膨 成 が流 出 と土

壌流 亡 に大 き く影響 す るが ，実 際 にほ 全面 的 横地 状態 の場 合 はな く， 作物 き りか え時 の短 期 間， また は

流域 一部 の地蔵 不 良部 分 に 限つ て執 雨の打 単 に よる皮膜 ノ疹成 が見 られ るだけ で あ る。

関東 ロ ームの侵 食量 は枠 武療 の結 果 に よる と， 年 間流 亡土 厚 さで裸地 の場合 1 ～ 4 m皿内外 に達 す る。

（ 道 路 の 低下 な どは こ の 1 0 倍 か ら最大 1 0 Cm程 度 にな る。 ）これ に対 して 作物地 被 の あ る枠 試験結 果

は傑 他 の場 合 の 1ぺ ♂ らゝ数 十分 の 1 とい う小 さい値 とな り， 果樹 園 の草 生栽培 や 敵 わ ら区 で は流 亡土 壌

はとん どな し とい う試 験 成績 もあ る。 た だ し小 さい枠 試観 で ほ その なか に水 み ち の発 生 す る余地 はな く，

道路 侵食 で見 られ る よ う紅 集 中 した水 で ひ ど く掘 られ るこ とが試験 され な い 。

「 般 紀 聞 東 ロ ームを含 め て火 山灰 土 の 侵 食 に対 す る特 徴 ほ次 のご と くで あ る。

1）浸透が よく地表流 出水 が少いが，一定量 の水に対 する流亡土量 は大 きい。

2 ）面 状侵 食 ほ少 くガ リー侵食 が著 しい。 ガ リーに 続 く水 み ち の低 下 に よつ て 面的 に も侵 食 が拡 が る。

5 ）表 層 は 団粒が 発遷 す るが， 空隙率 が大 で団粒 と団粒 の結 合 が 弱 く，特 に 乾燥 した とき噴 雨が あ る と，

団 粒 ご と水 計こ浮 い て流 され， 少い流 出水 で大 きい流 亡 土量 を生 じる。

4 ） 団 粒が 崩 れ ると士粒 子 は微小 で ，強 雨 の打 撃 ，踏 固 め な どで地表 皮膜 を膨 成 し， 膨軟 な と．ころに対

し て極端 に小 さい浸 透 龍 とな る。

2・ 関 東 ロ ー ム 地 域 に お け る 浸 透 の 特 性

円筒浅 紅 上る浸透 詑 を関東 ロー ム地 帯各 地 で試験 した結 果 ほ 次 のご と くで あつ た 。

衛軟 な畑 地（ 相模 原 ）に おい てほ 初期 浸透 郁げ 0 ＝ 2 口0～2 5 0 耽町竹 r ， 終期 浸 透籠 ′c＝ 5 0前祝／ h r

とな り， 荒川 北 舞台地（ 櫛 挽 原 ）で ほ ′ 0 ＝ 1 D O ～ 1 5 0 孤町 ／h r ， ′。ニ 1 0 訊彷／b r とな つた 。 また踏 園

地では ′0 ＝ 1 5 訊諷／h r ， ′。＝5 祝少 b r 程 慶 に測定 され た。



1 7

円筒法 は表面 に 1 cm 程度 の湛 水 が あ る場合 であ り，実 際 には こ の よ うに地 表 を 全面 的 に水 が 蔽 うよ う

な こ とほな い0 なお 円 筒 内を誠 絆 しない よ うに静 か に注 水 した場 合 と，降 雨が 地 表 を打 つ場 合 とは異 な

る。富士 山麓 の火山灰地域で多数 の円筒内法入試験を行つた結果ほ ん ＝1 2 0～ 1 8 0 椚町／b r であつ て関

東 ロー ム台地 よ り大 きな 値 を得 た 0 な お斜 面 浸透計 に よつて 同一 地 域 で浸透 能 を測 定 した結 果 も円 筒法

とほぼ 等 しい ′。 とな つた 。

もし 自然 の広 地 域 に お いて この よ うな ′。 が存 在 す るとす れば ， いか な る強雨 で もほ とん ど地表 流 出

を生 じな い ほ ず であ るが ，実 際 に は あ る程 度 降雨が連 続 した 後な ら 1 0彷机 丁 程 度以 下 で も地 表 流 出 を

生 じる。 これは いか な る理 由 に よ るもの で あ るか。

白然 の流 域 にほ浸 透 の大 きい ところ と，水 み ち にな る不 浸透 性 ケq 丘い ところが混 合 し， 水 み ち流 出 ほ

弱雨 で も生 じるか らであ る0 関東 ロー ム地 域 におけ る侵 食 は前 述 の よ うに水 み ち流 出 に伴 うガ リー侵 食

お よび雨 裂 に よ る ものが 大部分 で あ る。

水み ち ほ道路 ，水 路 ， 宅地 ，そ の他踏 園地 の よ うに 常にそ の場 所が一 定 し てい る もの と， 降雨 の継 続

に伴 い地表 皮膜 の形 成 とか， 中間流 出的 に浸 み 出た 水が 集つ て流 れ る こ とケこよつ て発 生す る もの とあ る。

前者ほ 降 雨前 か らそ の場 所 がわ か つ てお り，後 者ほ 降雨 状態 ，地 被 状 態な どに よつ て一定 せ ず， また 降

雨終 了後 の乾燥 ，動 植物 の作用 で 消滅 す る。 固定的 の水 み ち 面積 率 ほ関東 ロ ーム台地 で は 1 0 ％ 内外 か

ら 1 5 ％ 程度 で あ り，一 時的 の水 み ちは面積 率 が一 定 しないが ， 作物 の あ る時期 では通 常 1 D ％ 内外 と

推定 され る。 地被 良好 な草 地や 林 地 で はほ とん ど一 時 的水 み ちは発 生 しな い。

富士 山麓 で長 さ 4 0 m ， 巾 1 D 仰の試 験 区 2連（ 傾斜 d O5 □′）を 設け ， こ こに スプ リン ク ラ【 で 7 ロ

爪仇／ b r ， 5 0 節約 r ， 5 0 孤少／士1r の雨 を人 工的 に 降 らせ て流 出 ，流 亡土 を 調 べた結 果 ，耕 転 した 畑 状

態 の裸他 に おけ る′ごほ 0．4 椚町 ／1n 土n ， すな わ ち 2 4 仇耽／竹 r となつ た。 これ ほ円 筒法 や 斜面 浸透計 に よ

る′。＝ 2 － 5 爪耽／皿土n と大 いに 異 るが ，散水 に よつ て一 時 的水 み ち を生 じ， これが次 第 に生長 して 探

さ 1 0 c珊に も及 ぷ雨裂 に な り， そ の 面積 率 が 1 0～ 2 0 ％ にな つた た め全 面積 平均 の浸透 砥が 小 さ くなつ ▲

たので あ る。な お こ こで ほ裸地 状態 で 土層 が十 分湿 つ てい る とき人工 強 雨が あ る と， 総流 出 率 で 4 0 ％

程度 ， ピー ク流 出強 度 の 降 雨強度 に対 す る比率 は最 大 占0～7 0 ％ ぐらいにな るこ とが わか つ た。

実 際 の降 雨は長 時 間連 続 し て一 様 な強 雨 が あ るこ とは少 い 。 また達 成 降雨 量 5 0 D 耶耽に 達 した と して

も，強 雨 の連 続 は 5 － 4 時 間で この間 に 1 D O －1 5 D 胡瓜 l獲 り，残 りの 1 5 0 ～ 2 口D 孤訊 は 2 0 － 5 0 時 間を

要して 降 るのが 普通 で あ る。 この場 合強 雨連 続時 を 除 くと蘭席 ロ ー ムの水 み ち 以外 の疹軟地 では ， 降雨

のほ とん ど全部 を浸透 させ てい る。

降雨 が 中休 み した り弱 くな つ た りす る と，関東 ロー ム表層 は裸 鞄 で地 表 を雨 にた たか れ さえ しなけ れ

ば，浸 透 能が す ぐ回復 して安定 した ′ c の 状態 にほ な らな い0 ここ に ′0状 態 とい うのは表 層 が飽 和 に

近くな る まで 初期 吸 収す る詑力 で， ナ。 状態 ほ表 層 が ほぼ飽和 して表層 よ り浸透 稚 の小 さい下 層土 の紹

力に支配 された場合である。表層か ら下層への水分移行ほ表層 の閻場容水量（ 平常保水量 ）を超過 した

水分か ら，表層 がほぼ 飽和 す る まで の水分 量 の間 に生 じて い る もので あ り， 下 層へ の水 分移 行 慶 は表 層

の超過 保 留水 分量 に 比 例す る もの と考 え られ る。（ 表 層水 分 の時間 変化 か ら推定 ）

表 層 の最 大超 過 保留水 分量 は 関東 ロー ムでほ 1 0 0 孤皿 以上 に も適 す るので ，表 層 は海 綿 の よ うケこ飽和

近くまでは水分吸収脂力が大であ り，雨 の中休みや弱雨の間に下層へ移行 した水分竜だけ，急速に吸収

でき る浸 透 詑力 を 回復 す る。 これほ 表 層が 雨滴 にた た か れな い地被 良好 な場 合 におけ る周 東 ロー ムの浸
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透 能特 質 で ち り， 円 筒法 で実 験す る こ とが で き る0 た だ し表 層 土粒 子 が噺 閏す る場合 には浸 透 詑 の 回復

が衰 え るほ ず であ り， 土壌 に よつ てほ この 彰 啓が囁 く現 われ るが， 火 山灰 土 でほ あ ま り顕著 でな い。

水 み ち以外 の膨軟 地 で は この よ うに どん な 強雨 で もほ とん ど地 表流 出 を生 じな い が，地 被 不 良 で 雨に

たた かれ て分散 した土 の 微粒 子が 空 隙 をつ めて不 浸 透 性 皮膜 を 作る と， 富士 山魔 の人 工 降雨 に よ る試験

の よ うに相 当 の地 表流 出 を生 じる。

赤城 山麓 で の調査 に よ ると，や や 広 い放 射 状崖 倶 の 中央 に掘 れ こんだ 直線 状道 路が 走 り，そ の両側 は

租 被 の あま り良好 でな い畑地 とな つ て いる神長 流域 で， 強 い 夕立が あ る と想 象以 上 の 出水 が あ る こ とが

痕 跡か ら推 定 され る0 道 路 な どの 固定 的水 み ち面積 率 は 1 0 ％ ，一 時 的水 み ち面 積率 ほ 1 5 ％ ぐらいで

あつ て，水 み ち の浸透 鰍 ま流 出量 か ら逆算 して 0・1純 血 土n ，す なわち 占硯私／h r 程 度 と考 え られ る。

荒川 北岸 の御旗 原 を中 心 とした 台地 ほ ，豪 雨 時 に地 下水 蛙 が急 上 昇 して大 面横 の湛 水地 域 を生 じるた

め， 膨敵地 で あつ て も浸 透 稚 を失 つ て高 い流 出率 を 示 す0 た だ し地 下水 位 が 上昇 しな い うち ほ 雨の 中休

み な どに よ る浸透 碓 回復 のた め流 出ほ 非常 に少 く，地 下 水 位上 昇 と と もに急増 す る こ とが ， こ こを流 域

とす る台地 河 川 の流量 碗 測か らわか る。

－」投の関 東 ロ ーム流 域 で は地下 水 放が 豪雨 のた め地表 に現 わ れ る場合 は 少 い0 故 に ロー ム台地 は 降雨

の連 環 中 に浸透 す る量が 非常 に多 く， 5 0 □仇孤～ 4 0 0 肌耽内外 の豪雨 で も総流 出率 ほ 5 0叫 0 ％ がせ いぜ

い で あ る。

これは印旛沼流鼠 手賀沼流域，また埼五 茨城 な どの台地流域 を主 とする河川の流量観測か らわか

る 。

舶 ローム台地 の よ うに比疲 的一 様 な触 感 で， 浸透 性 の大 きい土 層 の流 域 でほ ，降 雨 と流 出 との関 係

を 浸透法 に よつ て説 明す る こ とが可 碓 とな る。 浸透 法 は 次式 に よつ て示 され る。

乞＝ ／ ＋ γe ， γe ＝ △ 5 ＋ 官∫， 官∫ ＝ ∬・5 M ， 5 ＝ ユー△ 5

ここに∬ ，〟 は常 数 ，

乞 ：降雨強度， ／ ：浸透軋 γβ ：降雨余瓢 △ 5 ：地表貯溜量変化

5 ：積算 された地表貯溜景， 9 ∫ ：地表流 出噴穿

この場合 5 ほ地表 を全 面的 に 蔽 う水 の薄層 ではな くて ，水み ち に集中 して流 れ る水 の流 域 平均 厚 さ換

算 値 とな る。 これ らの式 に おい て 乞， 官∫ ′の実測 か ら避 に′ を計算 す る こ とが で き る。た だ し計 算 され

た ′ほ流 域平 均 浸透 紹 で あ るか ら，水 み ち と彫軟地 に それ ぞ れ の面積率 を仮 定 して大 別 す る方が流 域 の

実庸 を知 るのに 好都 合 で あ る。

富士 山麓 におけ る実 験 地 の′ほ しば しば 模式 図に示 され た膨 とほ ぼ 似 た よ うに求 め られ， そ の際 の

／c が 前述 の よ うに 0・如 耽畑 土n 程 度 とな るの であ る0 （ ただ地 表流 出が 水み ち 側壁 の崩 壊 に よつ て一

時せ き とめ られ，流 出初 期 に小 さい ピー クを もつた 凹 凸 あ る曲 線を 画 く場 合が しば しば測 定 され る。 ）

5・ 関 東 ロ ー ム 地 域 に お け る 水 お よ び 土 地 保 全 の 諸 問 題

関 東 ロ… ム地 域 は都 市 が多 く人 確 度が 高 いので ， 自然 の地 硬 を破 壊 す る こ とに よ る水 お よび土 地保

全の各 確 聞領 が 発生 して い る。

火山 LU麓 地 帯 で は ガ リー侵 食 に よ る土地 の破 壊 と， ガ リーに 集中 した水 の流 末 が 人 口礪 密 地 帯 を 貫 き

その氾 濫被 害 忙軽 視 で きな い ものが あ り， ま た ガ リー の流 入す る河 川 が河 床上 昇 に よつ て沿岸 に寮 を与

える問題 が あ る。
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従来，火山山麓ほ緩傾斜 で高燥 の土地であ るので出水 とか侵勧 こほ一機 が無 関心 であつたがタ緊急開

拓とか山麓 地 帯 の宅 地化 工業 発 展 な どに よつ て注意 され る よ うになつ た0

畑地 は よ く耕 転 され 作物 の地 被 が あ れば， 火 山灰 土 樽 有 の大 きな浸 透 碓力 を務 め るこ とが な く草 地や

林地 に対 して も出水 を増大 させ ない が ，新た に道 路 が通 じ道 路 出水 の処 理 を誤 ま る と，道 路 白身 とそ の

付近 の土地 を破 壊 す るば か りで な く下流 で は上 か らの出水 被 害 を受 け る よ うにな る。道 路 側構 の水 ほ安

全な 谷が あれ ば 早 くこれ へ導 くが ， 浸透溝 を堀 つ て これへ浸 透 させ た残 りを 谷へ落 とす こ とが水 保 全 上

にも望 ま しい○ ただ し浸 透構 へ沈 澱 した土砂 ほ掘 り上 げ る必要 が あ る。道 路 白身 が掘 れな い よ うケこ路 面

を硬化す る こ と も， また道 路 へ流 れ こむ畑 区 画境 界な どの水 みちを 芝 な どで 階段 化 す るこ とほ畑地 面 の

管理以上に有効 である。 火L上灰 土の畑地面は浸透が禿で も上から流 れて くる水 には軌 、。故 に排水 路，

承水 路が 氾渡 し な い よ うな 断面 を 与 え る こ とが 特 に重要 とな る。富士 マ サの よ うな 軌 、健層 ほ ， これ を

経済 的 に破 砕 す るこ とが困難 で あ るが・ 浅 くて植物 の生 育を 甚 し く害 す る場 合 に は レーキ ト ザ ーか 火

薬に よる破 砕が 計 画 され てい る。

関南 ローム台地 は火 山 山麓 ほ ど侵 食 の危 険 ほ大 き くな い0 それ は 傾斜 ，斜 面 の長 さ，表 層 お よび 下層

土が 火山 山麓 よ りや や粘 質 となつ て い るのが通 例で あ るか らで あ る。 しか し台地 縁 辺 とそ の付近 の台地

面に は侵 食 に対 す る注意 を要 す る。 台地 下か ら台地 へ 通 じる農道 ほ 深 く掘 れ こ んで い る こ とが多 く， そ

の最適 に 続 く支道 や 畑 境 界 の踏 跡 もか な り低 下 して い る。 こ のため畑 の周辺 の侵 食 力吹 き く， これ を 防

止す るた め周 囲 桑 軋 茶 ，密 生植物 な ど農家 の必要 上 自然に 生 じた 有効 な方 法 が あ るが ， さ ら忙農道 の

侵食 防止 を因 る こ とが重 要 であ る0

ロー ム台 地 の 平地林 ほ 開墾 され た り宅地化 した り，道 路 ， 工場， ゴル フ晩 飛 行 場敷 地 となつ て 次第

に減少 す る。 こ のため下 流地 帯 の出水 を激 化 す る とか 用水 が 梱渇 す る とい う問題 は各 地 に お こつ て いる。

台地 の畑地 面 浸透 龍 は十 分大 き く，地被 良好 の場 合 ほ林 地 に 比 して さして差 異が な い こ とほ前 述 した0

台地 問谷地 田 の浸 出水 は そ の流 域 が平 地林 で も畑地 で も特 に達つ た点 を認 め難 い。 例え ば荒 川北 岸 台地

の櫛 挽 原 一帯数 千 h a は かつ て平 地林 が ほぼ 施程度 あつ た のに ，明 治年 代か ら現在 に至 る間 にほ とん ど

なくなつ てし まつ た。 そ れで もこ こを地 下水流 域 とす る台地 間低地 でほ か え つ て水 田 面積 が 増大 し てい

る。 また平地 林 のあ る下方 台 地下 に は しば しば 湧 水 が あつ て， いか に も平地 林 のお かげ で湧 水が豊 富 で

ぁ るよ うに考 え られ るが， 湧水 量 か ら逆算 され る地 下水流 域 ，お よび 付近一 帯 の地 下水 面 の形 ほ 平地林

と湧水 とを直接 結 びつ け るこ との誤 りを 証 明す る。 こ の湧水 ほ結 局 関東 ロー ムの浸 透 性 が大 きい こ とに

起 因 す る もの で あ る ○

よ く管 理 され た畑 につ い で よ水 源滴 嚢 絶力 に不足 ほ ない が ， もし大 面積 に わ たつ て宅 地 化 され た りす

ると浸透 水量 の減 少 を考 え ない わ什 に ほい かな い。 例 えば東 京 の工 業 用水源 と して 深層 地 下水 は非 常 に

重要 な もので あ るが ， そ の給源 地 域 で あ る関東 ロー ム台地 の 浸透 性 が 低下 す る こ とは軽 視 で きな い。 同

様 に谷 地 田 の浸 出水 に対 す る地 下水流 域が 畑地 か ら宅 地化 す る と，浸 透性 が 急滅 す る ので何 等か の影 響

が あ るほ ずで あ る。

ロー ム台地 の 平地 林 は豪 雨時地 表 水 の氾濫 場所 とな つ て下流 へ の流 出を緩 和 して きた。 もし これ が 開

墾 され 楷 監 しな い よ うに排水 路 が掘 られ ，道 路が縦 横 に鳩 じるよ うに な る と， 下流 へ の出水 が激 化 す る

ことは 当然で あ る。畑地 面 の降 雨 が 全部浸透 し， 出水 は水 み ちだけ と仮 定 し て も， い まま でな かつ た水

み ち流 出が高 台 か ら下 方へ 押 して くる ことは 確か で あ る。畑 地 でな く宅粒 化 した と普 をJまさ らに多 くの水
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が流 出 す る。 故 に出水 に対 す る対 策 につ い ては 十 分底 意 して 科学 的 な判 断 に基 く処 致 を必要 とす る。

関東 平野 の水利 に旗 まれ な い畑地 が ， 今後 か んが い施 設 を 有 す る よ うにな るこ とほ， 利根 川 総合 開発 ，

霞 ケ浦 の ポ ンプ湯水 な どに伴 つ てか な り有望 で あ る。 この場合 畑地 の 慣斜 を そ の まま に して 瞳聞 か んが

いを す れば ，土壌 侵食 の 点 で不利 で ある0 これ に対 し瞳畔 を 築 いた ボ ー ダ“か んが い，とか，水 田式 の間

新 か んが い・ 田畑 輪換 は土 壌侵 食 防 止上 望 ま しい方法 であ る○ さら に水 田式 に した 場合 の浸透 損失 ほ下

流 で再 利用 の吋矧 生が あ る水 資頒 と考 え られ ， また 自然 降 雨 も鮭畔 中 に貯 え られ 水保 全 として理 想的 で

あ る。

以 上 は主 として下 記文 献 を総 合 した もので あ る。

1）浸透詑に及ぼす土湿の影響，凍土 研，Ⅴ山 ・ 2 0 ，彪 5 （ 1 9 5 2）

2 ） 野 水 の流 出機構 と道 路 侵 蝕 につ い て， 鹿 土 研 ， Ⅴ0 1 1 9 ，滅 2（ 1 9 5 2 ）

5 ）地 表 流 出 と地下水 との関 係，蔑 土 研， Ⅴ0 1 1 7 ，彪 2 － 5 （ 1 9 5 0 ）

4 ） ロ仙 ム台地 に お汁 る出水 の解 析 ，壌 土 研 ， Ⅴ0 1 2 0 ，ノ広5 （ 1 9 5 5 ）

5 ）土壌侵食 の統計 的考察，盛土研，Ⅴ0 1 2 占，庖 2 （ 1 9 5 8 ）

占） 水 文学 的循 環 におけ る土壌 の劾嵐 廉 研報 告 ， F －9 （ 1 9 5 占）

7 ）小流域におけ る流出機構 の鮒軋 農耕報告， F －1 2 （ 1 9 占0 ）

8 ）農業水文学・ 第 2 革・ 第 4 章，第 7 革，第 8 章，土大雑誌社

9 ）富士山旗侵食試鹸成績（，未発表 ）

地刀変動観 測施設 の設計及び問鼠 氏について

沼尾林一郎・ 鈴木 秀平・ 金井徹・ 琴寄 融

群 馬 県 農 業 試 験 場

1・ ま え が き

1 9 5 8 年か ら地方変動観測施設が全国主要地域に設置 されつつあるが▼本親側施設は水飴，風蝕及

びその他細 困 と地力の変動 との矧 根 調査 究明して，地力保全対策を確立す るための基礎資料を得 る

た めに 熟 十られ る もので あ る。 従 つ て， その 内容 ほ きわ め て広汎 に且 つ て い るが， 夫 々 の 目的内 容 に応

じて， 種 々の異 なつ た堀 設 が設 け られ る こ とになつ て い る。

筆者等ほ（ 1 9 5 8 年）， 以上の諸原 困の うち，水蝕 欄 する観測施設の達設に従事 したので， ここに ．

設計の大要 を発表 し・ 更に齢 干上の問題点 について若干の私見を述べ て，御指名に対す る童を果 したい

と思 う0 （ なお・ 本報 文の 一部 ほ 日本 土 劇 巴科 学 会（ ＝ … ）の 講演 要 削 こ発 表 され た もの で あ る。 ）

2・ 分 水 装 置（ 山 Ⅴ母r 如 O n  d e v 土 c 8 S ） の 考 案 と 流 水 実 験 結 果

水 触 に濁す る施設 に於 て ほ・ 水 及 び 土麺 の 採集 装置 が最 も重要 な 部 分で あ る と考 え られ るが，特 にそ

の設計 に当つ ては 如何 な る豪 雨 に際 して も， 試験 艶場 内 の涜 去水 及 び流 亡土壌 が 安 全 か つ確実 に採集 し

得られ る よ う留意 す るこ とが 必要 で あ る。 これ が た め には・ 採集 槽 の容量 ほ 出来得 る限 り大 にす るこ と

が必 然的 に 漂 浪 され るが ，実 際 に ほ喧 々 の制 約 を受 什 るので， む しろ 採集槽 ほ 可 及 的 に小 さ くして， 上




